
　社会資本総合整備計画 事後評価書             令和04年09月01日

計画の名称 川之江地区まちづくり計画

計画の期間   平成２７年度 ～   平成３１年度 (5年間) 重点配分対象の該当 〇

交付対象 四国中央市

計画の目標 　川之江地区においては、JR川之江駅を中心に商業施設などが集積し中心市街地を形成してきたが、高速道路網の整備に伴う周辺の道路環境の充実とともに、三島川之江インターチェンジ付近に商業施設や住宅の集積が進み、新たな都心部拠点が

形成されてきた。これに伴い、既存の市街地ゾーンの空洞化が進んできている。JR川之江駅周辺地区は、古くから市街化が進んでいたため、多くの公共施設が集積されており、国指定史跡である向山古墳や城下町の風情が色濃く残るまちなみなど

の豊富な歴史・文化資源に恵まれている。しかしながら、公共施設はバリアフリー化がされておらず、また配置が分散していることで各施設の機能が十分に発揮できていない。また、豊富な歴史・文化資源はまちづくりに有効に活かされていない。

こうしたことから、JR川之江駅を中心とした中心市街地を「中心拠点区域」に位置付け、公共施設の再編、機能集約による中心市街地の整備改善と、歴史・文化資源を歩いてつなぐ回遊促進による賑わいづくりを一体的に推進することで、中心市

街地の賑わい再生、公共公益サービス機能の維持・向上を図る。このことは、本市の持続的なまちづくりに向けた「集約型都市構造」の実現につながる。公的不動産の活用策としては、配置が分散し機能の重複がみられる各施設を解体し、幅広い世

代間の交流拠点となる地域交流センターを新たに整備することで、賑わいの創出を図るなど、公共施設の再編、機能集約を行うほか、既存ストックと新たな施設との連携、機能強化を進め、都市機能の拡散防止と公的不動産の有効活用を図る。

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）               4,015  Ａ               3,944  Ｂ                   0  Ｃ                  71  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）      1.76 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

H25 H27末 H31末

   1 道路、歩道に対する地区住民の不満度を、51.5％から38.7％へ減少。

アンケート結果を基に、道路、歩道に対する地区住民の不満度（やや不満＋不満）を調査する。 52％ ％ 39％

   2 博物館の来館者数を、7,682人から8,500人へ増加。

施設管理者による統計値を基に、新たに整備する博物館の利用者数を算出する。（従前値は高原ふるさと館と考古資料館の合計値） 7682人 人 8500人

   3 地域交流センターの利用者数を、39,575人から53,300人へ増加。

施設管理者による統計値を基に、新たに整備する地域交流センターの利用者数を算出する。（従前値は川之江公民館、川之江児童館、川之江老人憩いの家の合計値） 39575人 人 53300人

   4 にぎわい広場のイベント数を、11件から20件へ増加。

施設管理者による統計値を基に、新たに整備するにぎわい広場のイベント数を算出する。（従前値は栄町第２駐車場を使用したイベントの合計値） 11件 件 20件

備考等 個別施設計画を含む － 国土強靱化を含む － 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む － 流域水循環計画を含む － 地域再生計画を含む －

アンケート調査はH24年度に実施  イベント数はH28年度実績

1 案件番号： 0000433946



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H27 H28 H29 H30 H31 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

都市再生整備計画事

業 A10-001

都市再生 一般 四国中央

市

直接 － － － 川之江中心拠点地区都市

再生整備計画

A=130ha 四国中央市  ■  ■  ■  ■  ■       3,944 －

 小計       3,944

合計       3,944

1 案件番号：  0000433946



C 効果促進事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H27 H28 H29 H30 H31 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

都市再生整備計画事

業 C10-001

施設整備 一般 四国中央

市

直接 － － － 防災広場整備事業 防災広場整備 四国中央市  ■  ■          39 未策定

公共施設の集約によって創出する公有地を活用し、避難所に隣接する防災広場を整備することで、地域の防災力向上を図る

C10-002

施設整備 一般 四国中央

市

直接 － － － 避難路整備事業 避難路整備 四国中央市  ■  ■          16 未策定

防災広場及び避難所指定されている川之江体育館への進入路を拡幅することで、地域の防災力向上を図る

C10-003

活動支援 一般 四国中央

市

直接 － － － オープニングイベント事

業

にぎわい広場オープニングイ

ベント

四国中央市  ■           4 －

にぎわい広場においてオープニングイベントを行うことで、市内外に新たなまちの拠点を広める

C10-004

計画・調

査

一般 四国中央

市

直接 － － － 事業効果分析調査 基幹事業の効果分析調査 四国中央市  ■           4 －

今後のまちづくりを検討するための効果分析調査を行う

C10-005

計画・調

査

一般 四国中央

市

直接 － － － 都市構造に関する基礎調

査

都市構造に関する基礎調査 四国中央市  ■           8 －

持続可能な都市構造の構築に向け、現状の人口構造や将来見通し、都市機能立地状況等の基礎調査を行う

 小計          71

合計          71

1 案件番号：  0000433946



事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期
事後評価の実施時期

公表の方法

○事業効果の発現状況

定量的指標に関連する

交付対象事業の効果の発現状況

定量的指標以外の交付対象事業の
効果の発現状況（必要に応じて記述）

○特記事項（今後の方針等）

四国中央市都市再生整備計画事業評価委員会

事後評価の実施体制

0000433946案件番号：

令和３年２月

四国中央市ホームページ

・中心市街地の道路網の整備により、歩行者・自転車の通行に安全安心度が増した。
・中心市街地の道路網の整備、博物館、地域交流センターの開設、にぎわい広場、ポケットパーク、防災広場の整備により、都
市機能の向上が図られつつある。
・認定こども園の整備による子育て支援施設の充実や利便性の向上により、まちなか居住の形成に寄与している。
・防災広場や地域交流センターの防災機能の充実により、中心市街地の防災性の向上が図られつつある。

・にぎわい広場やポケットパークの整備により、公園・緑地の不満度の改善に寄与した。

・地域資源を活かしたまちづくり、安心して歩ける歩行空間の確保、公共施設の機能集約、子育て支援施策の充実、回遊性の向上、安全安心な生活環境づくりが行わ
れ、中心市街地としてのふさわしい条件づくりが整うなかで、まちなか居住の誘引や活力、賑わいの再生に重点を置き、住民との協働による川之江中心地区のまちづ
くりの推進を図っていく。



○目標値の達成状況

番号
指標（略称）

目標値／実績値 目標値と実績値に差が出た要因

 1

道路、歩道に対する地区住民の不満度を51.5％から38.7％へ減少。

最　終

目標値
39％

道路の改築や美装化により、安心して歩ける歩行者空間の確保が図られ、道路・歩道に対する不満度の改善に繋がった。

最　終
35％

実績値

 2

博物館の来場者数を、7,682人から8,500人へ増加。

最　終

目標値
8500人

コロナウイルス感染症拡大の影響で、開館の延期、企画展の中止等、開館日数が減少したため。

最　終
4765人

実績値

 3

地域交流センターの利用者数を、39,575人から53,300人へ増加。

最　終

目標値
53300人

公共施設の機能の集約化により利便性が良くなり。利用者数の増加に繋がった。

最　終
55520人

実績値

 4

にぎわい広場のイベント数を、11件から20件へ増加。

最　終

目標値
20件

イベント数の算出にあたっては、令和２年８月供用開始から１２月までの実績値を基に推計したことから、目標値に達していないが、にぎわ

い広場の整備により、イベント開催の増加が伺える。

最　終
14件

実績値

1 案件番号：0000433946



（様式３）　　　　（参考図面）社会資本総合整備計画

計画の名称 　　川之江地区まちづくり計画

計画の期間 　　平成２７年度　～　平成３１年度 （５年間） 交付対象 　四国中央市

A10-001

川之江中心拠点地区都市再生整備計画

川之江駅

川之江城

四国中央病院

浜公園

C10-003

オープニングイベント事業

C10-002

避難路整備事業

C10-004

事業効果分析調査

C10-001

防災広場整備事業

C10-005

都市構造に関する基礎調査


